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問 任期付職員の採用による、人材育成の効果につい

て。

答
現在市が取り組んでいる事業に、担当と連携して

業務を行ってもらうことを考えています。また、

知識や経験のある者と一緒に連携を図りながら事業を進

めていくことで、携わる職員はスキルアップにつながり、

人材育成の効果も出ると考えています。

問 恣意的に制度が運用される懸念もあるが、採用方

法はどうなるのか。

答
採用については、公明正大、透明性を明確にする

ため、選考委員会を設けて、専門的なところも判

断していただけるように顧問等も入っていただき、また

専門知識のある専門家を招聘し、選考委員会の中で議論

して選考していきたいと考えています。

問 加西インター産業団地整備事業は、東高室地区の

ように民間業者が開発することは出来なかったの

か。

答
加西インター産業団地整備は農村産業法の手法を

用いて行っており、実施計画は市が定めることに

なっていることから、市の主導で行う必要がありました。

問 1-2 工区は市が用地を直接買収し、1-1 工区は兵庫

県土地開発公社が買収した用地を市が買い戻すこ

とから、企業への売却単価が違ってくるのではないか。

答
1 ヘクタールの区画ごとの売却も視野に入れて計画

しており、1 期工事分の全ての用地に関しては、同

じ単価に設定しています。

問 事業用地を売買ではなく事業用定期借地権とした

理由について。

答
民間業者からは、買収では造成も含めて初期投資

が高額になり、一方、定期借地権の場合は 30 年の

期限が満了しても契約更新等が認められており、安心し

て事業が継続できるからであると聞いています。

問 消防団団員数の増減について。

答
平成 30 年度の団員数は 1,404 名で、平成 31 年 3

月 31 日での退職者は 103 名あり、平成 31 年 4 月

1 日付けの新入団員が 87 名であったため、本年度は前年

度より 16 人少なく、また条例定数より 30 人少ない 1,388

名です。

問 トライアスロン PR 動画作成委託について。

答
これまでの大会では、兵庫県や大阪府からの参加

が中心であったことから、全国各地から参加して

いただけるように、令和 2 年度開催の大会に向けての

PR として作成します。この PR 動画では、ため池を使っ

た全国的にも非常に珍しい大会であることや、自転車や

ランニングコースが平坦で走りやすく、トライアスロン

の初心者でも参加しやすい大会であることをアピールし

ます。また、加西の自然や田園風景等、加西市のよさを

全国のトライアスリートに発信し、多くの人に来ていた

だくことで、観光等への経済効果も生み出せるように作

成していきたいと考えています。
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